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常磐線の東側（太平洋側）に 

戻り始めている被災者たち！！ 

 

 

 先週泥出し、瓦礫片づけのボランティアに入

ったＩさんは山寺地区。ここは常磐線（宮城県

亘理駅～福島県いわき市四ツ倉駅間不通）の東

側で一帯が壊滅するほど津波の被害がひどかっ

た地域。この辺一帯は行政により「立ち入り制

限区域」として「ここでは暮らせない」とされ

未だ電気も水道も電話も復旧していません。 
 しかし、ひとり、またひとりと再起を決意し

た住民たちがこの地域に戻り始めています。「瓦

礫を出しても行政は持って行ってくれない。で

もここに帰るとやっぱり落ち着くわ…」 
ボランティアの協力で頑張ってみようと思い直

した、とＩさんの奥さんは話します。 

瓦
礫
を
ま
と
め
て
も
町

は
持
っ
て
帰
っ
て
く
れ

ま
せ
ん
！ 

↓ 

 

今週末ボランティアが入る予定の花釜地区・シーサイ

ドタウンのＹさん夫妻の家で当日作業の打ち合わせ。

水道は出るものの水は臭くて飲めないそうです。明日

ペットボトルの水を届けることを約束。「医療生協の

物資支援でもらったＴシャツと靴下、助かってるよ

～」と感謝されました。 
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りんごラジオから取材を受け

ました！！ 

旧坂元中学跡仮設住宅での住民アンケート 
（７８世帯２５６人居住の内４５世帯回

収）の結果表を山元町役場に届けた際、山

元町災害臨時ＦＭ放送局「りんごラジオ」

の方の取材を受けました。明日さらに詳し

くお話しすることになっています。 

槻木ボランティアセンターへのスタッフ派遣を！ 

         全国の仲間のみなさん、よろしくお願いします！！ 


